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論文題目
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in the Republic of Honduras 
（ホンジュラス共和国レンピラ／幾村地域における女性のコミュニティ

レジリエンス）

論文内容の要旨

はじめに：気象関連災害の頻度は、主に洪水や暴風雨の維続的な増

加によって増加しており, 1995年から 2015年の間に洪水だけで気

象関連災害全体の 47%を占め、世界で 23億人（国連災害リスク軽

減事務所 [UNDRR]、2015年）が影櫛を受けている。災害は大きな

被害をもたらし、人々の健康や社会生活に影帯を与えている。自然

災害は、他康と＂人間の安全保障＂に対する実質的な脅威である。

コミュニティレジリエンスは、災害後のコミュニティの復興に不

可欠であり、コミュニティレジリエンスを高めることは、常日頃か

らの備えにもつながる (Norriset al.,2008)。コミュニティレジリ

エンスは近年、公衆衛生上の緊急事態への備えと対応に対する斬新

なアプローチとして注目され、国の政策に不可欠な要素となってい

る (Ploughet al.,2013)。本研究の目的は、コミュニティレジリエ
ンスの状態に影響を与える要因とソーシャルキャピタルとの関係を

明らかにすることである。

方法： 2020年に 2つのハリケーンとパンデミックに見舞われたホン

ジュラス共和国の 18歳以上の女性を対象に、 2021年 8月から 11

月にかけて調査を行い、データを収集した。本研究ではクラスター

サンプリングを用い、自宅を訪問しながら対面インタビューを行っ

た。コミュニティレジリエンス評価尺度 (ConjointCommunity 
Resiliency Assessment Measure: CCRAM) を用いて、コミュニテ
ィレジリエンススコアを調査し、ソーシャルキャピタル、基本属性、



災害への備え、 2020年の 2つのハリケーンによる被害の有無などと

の関連を調べた。統計分析には重回帰分析を用いた(Jamoviversion 
2. 3.0)。

結果：ホンジュラス西部の主婦のコミュニティレジリエンスでは、

結束型ソーシャルキャピタルはコミュニティレジリエンスを低下さ

せる要因であり、橋渡し型ソーシャルキャピタルと政治的信頼（連

結型ソーシャル・キャピタル）はコミュニティレジリエンスを上昇

させる要因であった。橋渡し型ソーシャルキャピタルの強化は、外

部からの支援として有効に慟く可能性がある。また、小学校卒業程

度の学歴を有する者の方が、そうでない者よりもコミュニティレジ

リエンスが高かったが、小学校卒業程度以上の学歴を有する者と差

はなかった。小学校教育が他者とのつながりや社会的スキルを育む

ことを通して、コミュニティのレジリエンスにプラスに寄与するこ

とが明らかになった。

結論：本研究の結果は、地域や国の公共政策がコミュニティレジリ

エンスに貢献できることを示唆している。第一に、橋渡しネットワ

ークや政治的信頼（連結型ソーシャル・キャピタル）の獲得がレジ

リエンスを高めるという知見から、行政・住民・外部機関が定期的

にコミュニケーションを行い、梱渡しネットワークや連結型ネット

ワークを構築できる環境を整えることが、コミュニティのレジリエ

ンス向上につながると考えられる。第二に、初等教育修了の有無が

大きな影幣を与えるため、初等教育修了を可能にする政策を強化す

べきである。本研究は、コミュニティレジリエンスとソーシャルキ

ャヒ゜タルとの関係について新たな知見を与えるものである。
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本研究は、ホンジュラス共和国レンピラ県レパエラ市の 10保健センターから 1つをランダ

ムに選んで、その管轄地域にある全世帯を 戸別訪問するというクラスターサンプリングに

よって同意を得た 130人の女性を対象として行われた。平日昼に村には男性がほとんどいな

かったため 、対象を女性に絞ったという制限はあるが、概ね均質な農村部であるため、レ

ンピラの成人女性を代表する標本になっていると考えられる。質問紙は、 SOCOT/SCATでソ

ーシャル ・キャヒ゜タルを、 CCRAM-10によってコミュニティ ・レジリエンスを評価した他、

年齢、性別、 教育水準、婚姻状態、宗教、雇用、居住年数、災害被災経験、災害準備性に

ついての質問を含んでいた。 2つのスケールとそれぞれのサブスケ ールのクロンバックの

a係数は0.7以上であったことも確認されていた。調査時の前年に自然災害を経験した25

人（対象者の 18%) のうちほとんどが地すべりだったと いう点でサン プルに偏りがある可

能性はあるが、重回帰分析の結果、橋渡し型ソーシャル ・キャヒ°タル、政治的信頼、居住

年数はコミュニティ ・レジリエンス合計点と正の関連をもっていたが、結束型ソーシャル

・キャヒ°タルは負の関連をもっていたことや、コミュニティ・レジリエンスの下位尺度ご

とに関連している要因が異なることが明らかになった。国際保健活動を進める上で重要な

コミュニティ ・レジリエンスについての大きな貢献である 。

よって，学位申請者の宮本純子は，博士（保健学）の学位を得る資格があると認める 。
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